
紫とヤマブキ色の扇子。
娘すずめ。時代から同じ色を使ってい
ます。娘すずめ。の扇子の柄について
悩んだ際、最後まで残った二案のうち
の一つが今の姐組の扇子の柄になって
います。

組姐
あねぐみ

濃紺に白抜き、背に姐の文字。
裾の２本線は娘すずめ。と姐組を表し
ています。紺は女性を凛と引き立てる
色。袖を通せば学生時代に戻ったよう
な気持ちになります。娘すずめ。時代
から女性の多い祭連なので、衣装も女
性目線で作られました。
今年結成15周年を記念して同柄・色違
いの白法被を制作しました。

姐組は宮城大学娘すずめ。のOB会として発足した祭連です。
祭連名は「娘すずめ。のお姐さん」を意味しています。

大学生のころに出会ったメンバーも、結婚
や出産を迎えて家族で参加してくれるよう
になってきました。家族みんなで仙台の伝
統に触れ、最高の思い出を作っていける祭
連にしていきたいと思っています。

結成：平成19年
受賞歴：誉賞(平成29年)


